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平成24年12月の笹子トンネル天井板崩落事

故に象徴されるように我が国の高度成長期に

建設されたコンクリート構造物およびその付

帯設備の点検管理が非常に重要であることが

一般に広く認識されたこともあり、遠距離から

非接触で行える非破壊検査法の確立が点検現

場からも強く望まれている。そのため、本研究

室では高音圧の強い指向性を持つ空中放射音

波を発生できる長距離音響放射装置(LRAD)と

高感度のレーザドップラ振動計を用いた遠距

離非破壊検査法の検討を行っている。本手法の

基本セットアップ図を Fig.1 に示す。探査原理

としてはコンクリート表層部に存在する空洞

やひび割れ等の欠陥上の部分では構成される

板状部のたわみ共振を利用するものである。 

検出結果例として10mの離隔で30cm角の発

泡スチロールを空洞に見立てた場合の振動速

度分布図を Fig.2 に示す。 

 また、通常の叩き点検法との比較として円形

欠陥モデルを用いた探査結果例を Table 1 に示

す。上段は叩き点検法による検出の可否(3 名

でブラインドテストを行い, ○は検出可能, △

は判定が分かれるもの, ×：検出不可), 下段は

本手法による検出の可否（○は検出可能, かつ

SLDV の共振ピーク以上の共振ピークを検出

した場合で , その共振周波数を表示 , △は

SLDV の共振ピークと同程度以下のピークを 

Fig.1 非接触音響探査の基本セットアップ図 

 

 

 

 

 

 

Fig.2 振動速度分布図(周波数 1998Hz) 

Table 1 円形欠陥モデルの探査結果 

検出した場合, ×：検出不可を示す）を示して

いる。表より, 両手法ともに同様な探査性能を

示しており, 反応を示すたわみ共振周波数は

深さに比例し（例：直径 300mm）, 平面規模に

反比例していることがわかる(例：深さ 40mm)。

今後は振動エネルギー比等を用いた欠陥検出

アルゴリズムの検討を進める予定である。 
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